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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
岡山大学皮膚科を1995年から2008年に受診し新たに皮膚リンパ腫(以下CL)と診断された
患者を､改訂WH0分頬に準拠して分類し直し､その疫学的特徴をまとめた｡133人のCL
のうち106人は原発性皮膚リンパ腫(PCL)であった｡その87%を成熟NK/T細胞腫癌が占
めており､欧米の報告 (77%､72%)より多かった｡欧米と同様､PCL106例のうち菌状息
肉症が約半数を占めていたが､欧米ではほとんど報告のないATLLが6%認められた｡一方
で成熟B細胞腫癌は比較的少なく､特に海外で10%程度報告される原発性皮膚滝胸中心性
リンパ腫(PCFCL)はこの期間には一例も認められなかった｡予後に関しては全体に欧州より
不良 (5生率 79%対 87%)で､特に原発性皮膚未分化大細胞リンパ腫(PCALCL)で 5生率
48%と欧米より著明に低かった｡ATLLくすぶり塾との予後は自験例でも過去の報告例とほ
ぼ同じであった｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
単施設後方視研究である｡1995年から2008年に診断された皮膚リンパ腫 133例を
2008年WHO分類に準拠して分類し､疫学的特徴を検索した｡133例中106例は皮
膚原発リンパ腫 (PCL)であった｡87%は成熟NK/T細胞性腫痕であり､欧米より高
率な傾向がみられた｡その中で菌状息肉症が約半数を占めており､ATLLも6%認め
られた｡成熟B細胞腫癌は比較的少数であった｡予後は全般に欧米よりやや不良(5
生率79%対87%)で､特に原発性皮膚未分化大細胞型リンパ腫は5生率48%で低
かった｡ATLLは過去の報告例とほぼ同様であった｡
夷験の目的､手法､結果とその解釈とも適切になされており,皮膚リンパ腫に関す
る重要な知見を得たものと評価される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
